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第 8 回アジア獣医系大学合同シンポジウム（The 8th Joint Symposium of Veterinary 

Research among Universities of Veterinary Medicine in East Asia, National Chung 

Hsing University, Taichung, Taiwan）報告書 
      鹿児島大学共同獣医学部 大和 修 

 

【総評】 
 平成 29 年 2 月 19 日に、国立中興大学（台湾台中市）にて実施された第 8 回アジア獣医系大学合同

シンポジウム（The 8th Joint Symposium of Veterinary Research among Universities of Veterinary 

Medicine in East Asia, National Chung Hsing University, Taichung, Taiwan）に参加したので、

下記にその概要について報告する。 

 今回は、10 ヶ国（台湾、日本、韓国、カンボジア、インドネシア、モンゴル、パキスタン、フィリ

ピン、タイ、米国）から、25大学および 2研究施設の代表者 160 名以上が参加し、10 の Keynote speech、

40 の口頭発表（Oral presentation）および 30 以上のポスター発表（Poster presentation）が行われ、

過去最大規模のシンポジウムとなった。鹿児島大学からは、教員として私（大和）および 2 名の大学

院生（賴昱璋さんおよび多田尚美さん）が参加した。両大学院生は、それぞれ口頭発表（15 分間）を

実施して、賴昱璋さんは Award（Best Oral Presentation）を受賞した（賴さんを含む 6 名が受賞）。

また、本シンポジウムの前日夜（2 月 18 日）のレセプションパーティーならびにシンポジウム当日夜

の Gala ディナーでは、各国の多数の参加者との研究・教育交流が行われ、今後の国際交流の発展に非

常に有意義な機会が得られた。 

 なお、本シンポジウムは、今後も発展的に継続され、来年は韓国ソウル大学が主催することとなり、

その翌年（H31 年）は日本で実施される予定となるため、現在、山口大学連合獣医学研究科を構成する

3大学（山口大学、鹿児島大学、鳥取大学）も、多くの教員と学生が参加して、より積極的に本シンポ

ジウムの開催や運営に関わり、重要な役割を担っていかなければならないと思われた。 

 

【これまでの経緯】 
 今回の合同シンポジウムの Chair である中興大学獣医学部の学部長 Dr. Chi-Chung Chou の本会冒頭

の挨拶の中で説明されていたように、本シンポジウムは 2010 年にソウル大学と岐阜大学連合獣医学研

究科により開始され、年々、参加大学が増加して現在に至っている。山口大学連合獣医学研究科が参

加したのは、2013 年からである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施】 
 

開催日程： 2017 年 2月 19 日(水)〜21 日(土) 

2 月 19 日（日）台湾桃園空港着、高速バスで台中市へ、レセプションパーティー（中興大学） 

2 月 20 日（月）シンポジウム（中興大学）、Gala dinner 

2 月 21 日（火）帰国 
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      会場（国立中興大学獣医学部）      大会場（開会、キーノートスピーチ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     基礎獣医学セッション（会場 1）     応用・臨床獣医学セッション（会場 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ポスターセッション（通路等）      Gala ディナー 


